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モデルプログラム Ｅ-１ 母語・母文化・アイデンティティ—言語の発達とアイデンティティ— 

 

ねらい 言語能力を把握する際に必要な様々な観点を理解する。また、言語能力の把握の具

体的な方法を知る。 

対象 ☑教師を目指す学生（教員養成課程他）  ☑日本語教育を学ぶ学生  

☑現職日本語指導担当教員  ☑現職一般教員  ☑管理職  ☑指導主事  

☑日本語支援員／母語支援員 

日本語指導・外国人児童生徒

教育の経験 

☑経験なし  ☑1 年目   ☑2－4年  ☑5 年－9 年  □10年以上 

高めたい資質・能力 

 

☑捉える力（子どもの実態把握） □捉える力（社会的背景の理解） ☑育む力（日

本語・教科の力の育成） □育む力（異文化間能力の涵養） □つなぐ力（学校作

り） □つなぐ力（地域作り） □変える／変わる力（多文化共生社会の実現） □

変える／変わる力（教師としての成長） 

主な内容 Ｅ 母語・母文化・アイデンティティ  

活動形態 ☑講義型 □活動型 □フィールド型 □実習 

時間  90 分  

流れ（・項目） 活動（◇活動の工夫） 

1 ⺟語/継承語の機能を理解

する（15 分） 

・⺟語と第二言語（E） 

・二つの言語の関係（二言語

相互依存仮設）（E） 

 

 

 

 

 

 

  

 

2 バイリンガル環境下の子

どもの母語発達の課題を

知る （20 分） 

・バイリンガリズム（E） 

・言語環境（E） 

・⺟語保持・伸張の支援（E） 

・言語の使い分け(E) 

 

 

 

 

 

3 言語とアイデンティティ

との関係について考える

（25 分） 

・アイデンティティの動態

性・多面性（E） 

・母語・母文化とデンティテ

１．⺟語/継承語の定義を知り、その機能の重要性について理解する。 

1)⺟語/継承語の定義を知る 

◇⺟国語、第⼀言語等の他の言い方と比べたり、第二言語、外国語と対比させた

りしながら検討させる。 

2)⺟語/継承語の機能を知る 

・親子のコミュニケーションを成立させる 

・乳幼児期の情意や認知の発達を支える 

・アイデンティティを象徴する       等 

3)母語と第二言語との関係（カミンズの二言語相互依存仮説等）を知る。 

 ・表層面の言語能力と深層面の言語能力  

 ・深層面の共通している言語の力 

 ・深層目の言語の力の発達 

 

２．バイリンガル（マルチリンガル）環境下の子どもの母語発達の困難さについて、

バイリンガルに関する基礎的知識を知り、理解する。 

1)バイリンガルのタイプ 

 ・同時バイリンガル－継時バイリンガル 

・均衡バイリンガル  

 ・受容バイリンガル  

2)バイリンガリズム 母語と新たに学言語・文化とをどう発達させるか。  

加算的バイリンガル（母語・母語に新たな言語・文化が加わる） 

⇔ 減算的バイリンガル（母語・母文化が新たな言語・文化に置き換わる） 

3) ⺟語保持の難しさや⺟語喪失の可能性、継承語獲得の困難さについて、社会・家

庭の言語環境に関連づけて理解する。 

 

３．アイデンティティについて考える 

1)自分自身を象徴するものを 10 個挙げる。 

10 個のものの⽂化的出自を考え、多様な⽂化と接触し、それらを取り込んでアイ

デンティティが形成されていること（多面性）、また変容する可能性があること

（動態性）を確認する。 

2)言語とアイデンティティの関係を、自在に言語が使えない場合などを想像しなが
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ィ（E） ら理解する。 

3)外国人児童生徒等の作⽂などから、複雑で多元的なアイデンティティを理解す

る。 

備考 ・30分程度であれば、１の内容を講義で実施する。 

・60 分で実施する場合は、１ に簡単に触れた後に２について講義を行い、３の活

動は割愛する。 

・120 分（60 分×2）で実施する場合は、1回目に１と２の活動、2回目に３の活動

を行う。 

 

 


